
　

奈
良
県
は
、道
路
環
境
が
良
く

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。実
際
、

道
路
整
備
率
は
全
国
の
都
道
府
県

で
最
下
位
と
な
っ
て
い
ま
す（「
道
路

統
計
年
報
2
0
2
2
」よ
り
）。

　
ま
た
、舗
装
に
関
す
る
苦
情・要

望
の
件
数
は
、全
体
の
約
20
％
を

占
め
、類
型
で
第
１
位
と
な
っ
て
い

ま
す（
令
和
4
年
度
）。

　

こ
の
た
め
、令
和
６
年
度
か
ら

令
和
10
年
度
の
５
カ
年
度
に
お
い

て
、予
算
を
集
中
的
に
投
入
し
、道

路
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
安
全
で

快
適
な
道
路
空
間
を
提
供
す
る

た
め
の「
な
ら
の
道
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ら
の
道

路
面
損
傷
が
著
し
い
道
路
の
計
画
的
な
舗

装
修
繕
に
よ
り
、耐
久
性
を
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱

1
舗
装
の
耐
久
性
の
向
上

区
画
線
の
損
傷
が
著
し
い
道
路
の
計
画
的

な
区
画
線
補
修
に
よ
り
、視
認
性
を
向
上

2
区
画
線
の
維
持
修
繕

計
画
的
な
防
草
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、雑
草
の
は
み
だ
し
に
よ
る
危
険
度
、

不
快
感
を
軽
減

3
草
刈
り
の
メ
リ
ハ
リ
化

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
通
報
サ
ー
ビ
ス
や
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、異
常

箇
所
を
早
期
発
見

4
道
路
維
持
管
理
の
Ｄ
Ｘ

特集
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表
層
に
ひ
び
割
れ
が

発
生
す
る
と
そ
こ
か
ら

雨
水
が
浸
入
し
、路
盤
の

支
持
力
が
低
下
し
ま
す
。

さ
ら
に
ひ
び
割
れ
か
ら

路
盤
の
成
分
が
流
出
す

る
こ
と
に
よ
り
劣
化
し

て
い
き
ま
す
。

　

舗
装
の
耐
久
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
は
、表

層
だ
け
で
は
な
く
路
盤

を
含
め
た
修
繕
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
舗
装
の
損
傷
状
態
を
３
つ
の
指
標（
ひ
び
割
れ
、わ
だ
ち
掘

れ
※
1
、Ⅰ
Ｒ
Ⅰ
※
2
）で
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、損
傷
が
著
し

い
状
態（
損
傷
度
Ⅲ
）の
道
路
は
、全
体
の
約
２６・１
％
※
3
を
占

め
て
い
ま
す
。

※
１ 
車
両
が
通
過
す
る
位
置
に
連
続
的
に
生
じ
る
横
断
方
向
の
凹
凸

※
２ 
車
で
走
行
し
た
時
に
感
じ
る
進
行
方
向
の
凹
凸（
車
の
乗
り
心
地
）

※
3 
令
和
元
〜
３
年
度　
県
調
査
実
績

県
管
理
道
路
の
現
状

交
通
量
と
舗
装
劣
化
の
関
係

舗
装
劣
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
国
土
交
通
省
の
調
べ
に
よ
る
と
、大
型
車
交

通
量
１
，０
０
０
台
／
日
・
方
向
以
上
の
路
線

（
奈
良
生
駒
線
な
ど
）は
舗
装
が
早
期
に
損
傷

し
、１
，0
０
０
台
／
日・方
向
未
満
で
は
、大
幅

に
損
傷
の
進
行
が
緩
や
か
に
な
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

※「
台
／
日・方
向
」…
１
方
向
１
日
あ
た
り
の
交
通
量

【県管理道路の区分】

快適で走りやすい路面が維持されます！

損傷度に
応じて路盤
まで補修

タイヤ

表層・基層

傷んだ路盤の放置は
早期破損の原因

路床

路盤への雨水浸入など
による支持力低下

表面の
ひび割れから
雨水が浸入

ひび割れから
路盤の細粒分
が流出

路盤

舗
装
の
耐
久
性
の
向
上
〜
き
れ
い
な
舗
装
を
長
持
ち
さ
せ
る
〜

1

　
毎
年
、限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
多
く
の
路
面
を
修
繕
す
る
た

め
に
、主
に
舗
装
の
表
層
の
修
繕
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、舗
装
が
早
期
に
損
傷
し
、修
繕
が
追
い
付
か
な

い
状
態
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
修
繕
方
法

　
約
２
，０
０
０
㎞
あ
る
県
管
理
道
路
を
、大
型
車
交
通
量
に
応

じ
て
、左
図
の
と
お
り
管
理
区
分
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
、管
理
区
分
Ａ
に
設
定
し
た
主
要
道
路
の
約

１
１
０
㎞
か
ら
優
先
的
に
、表
層
だ
け
で
は
な
く
路
盤
も
含
め

た
修
繕
を
実
施
す
る
こ
と
で
舗
装
の
耐
久
性
を
向
上
さ
せ
、

快
適
な
路
面
状
態
を
維
持
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

特集 ならの道 リフレッシュ プロジェクト

管理区分A

管理区分Ｂ

管理区分C

・大型車交通量
 1,000台/日･方向以上

・大型車交通量
 100台/日･方向以上
 （管理区分Ａを除く）

・大型車交通量
 100台/日･方向未満

約110

約690

約1,200

合計 約2,000

管理区分 定　義延長(km)

【損傷度Ⅰ：健全】
舗装が新しく望ましい段階

【損傷度Ⅲ：修繕段階】
損傷が著しい段階

ひび割れ率に関する標準的な劣化曲線（交通量別）
経過年数（年）

0

10

20

30

40

出典：国土交通省データ

ひ
び
割
れ
率（
%
）

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

1,000台/日・方向以上

3,000台/日・方向以上

250台/日・方向以上

100台/日・方向以上

100台/日・方向未満

1,000台/日・方向以上は
早期に損傷

1,000台/日・方向未満は
損傷進行が緩やか

出典：国土交通省資料
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区
画
線
の
損
傷
状
態
を
３
段
階
に

区
分
す
る
と
、損
傷
が
著
し
い
道
路

（
判
定
Ⅲ
）は
全
体
の
約
２３
・５
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
令
和
元
〜
３
年
度　
県
調
査
実
績
）

区
画
線
の
損
傷
状
況

区
画
線
の
維
持
修
繕

〜
見
や
す
い
区
画
線
に
〜

2

　
職
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
通
報
に
よ
り
、補
修
箇
所
を
選
定

し
、補
修
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
修
繕
方
法

　

県
管
理
道
路
の
管
理
区
分
Ａ・
Ｂ（
3

ペ
ー
ジ
参
照
）の
道
路
の
う
ち
、区
画
線
の

損
傷
が
著
し
い
道
路（
約
2
0
0
㎞
）に
つ

い
て
、優
先
的
に
補
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
映

像
を
用
い
て
損
傷
箇
所
を
検
出
し
、把
握

す
る
取
り
組
み
を
新
た
に
始
め
、迅
速
な

修
繕
に
つ
な
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

特集 ならの道 リフレッシュ プロジェクト

区画線が鮮明

判定Ⅰ（健全）

不明瞭な部分あり

判定Ⅱ（損傷軽微）

摩耗、剥離が進行し視認が困難

判定Ⅲ（要補修）

判定Ⅰ
（健全）
29.9％

判定Ⅲ
（要補修）
23.5％

判定Ⅱ
（損傷軽微）
46.6％

草
刈
り
の
メ
リ
ハ
リ
化

〜
不
快
感
の
な
い
道
路
に
〜

3
　
通
行
の
障
害
と
な
る
雑
草
や
、沿
道
環
境
を

害
す
る
雑
草
が
繁
茂
す
る
区
間
を
対
象
に
、原

則
年
１
回
の
草
刈
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、「
雑
草
が
伸
び
て
い
る
の
で
も
う
一

度
草
刈
り
し
て
ほ
し
い
」や
、「
雑
草
が
伸
び
て
見

通
し
が
悪
く
危
険
な
と
こ
ろ
が
あ
る
」な
ど
の

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、年
１
回
の
草
刈
り
で
は

不
十
分
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
草
刈
り
の
方
法

●
従
来
の
草
刈
り
だ
け
で
は
な
く
、雑
草
が
生

え
な
い
対
策（
防
草
対
策
）も
実
施
し
ま
す
。

【
防
草
対
策
の
方
法
】　

・
縁
石
と
舗
装
の
隙
間
を
埋
め
る

・
道
路
の
外
側
や
中
央
分
離
帯
を
防
草

シ
ー
ト
や
張
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う

【
対
象
区
間
】

県
管
理
道
路
の
管
理
区
分
Ａ
の
道
路
、お
よ

び
年
２
回
の
草
刈
り
を
行
っ
て
い
る
道
路（
合

計
約
１
４
０
㎞
）

●
観
光
地
周
辺
の
道
路
や
、道
幅
が
狭
い
道
路

な
ど
の
危
険
箇
所
に
お
い
て
も
、草
刈
り
や

防
草
対
策
を
実
施
し
ま
す
。　

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

対策前対策後
対
策
の
イ
メ
ー
ジ
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特集 ならの道 リフレッシュ プロジェクト

　
大
宮
通
り
は
、奈
良
公
園
へ
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
で
あ
り
、沿
道
に
市

役
所
、学
校
、ホ
テ
ル
な
ど
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　
歩
行
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、歩
道
の
舗
装
修
繕
や
防
草
対
策
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

　
道
路
の
異
常
な
ど
に
つ
い
て
、

電
話
で
県
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か

ら
通
報
を
受
け
た
場
合
、場
所
の

特
定
や
状
況
の
把
握
が
難
し
く
、

時
間
を
要
す
る
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
で

は
、全
て
の
県
管
理
道
路
の
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で

し
た
。

こ
れ
ま
で
の
方
法

　

写
真
、位
置
情
報
の
送
信
が

可
能
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
こ

と
で
、利
用
者
の
通
報
し
や
す
さ

が
向
上
し
ま
す
。

　
ま
た
、ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

の
映
像
を
活
用
す
る
こ
と
で
、効

率
的
に
道
路
状
況
を
把
握
し
、異

常
箇
所
を
早
期
に
発
見
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

補修前

補修後

道
路
維
持
管
理
の
Ｄ
Ｘ

〜
異
常
を
効
率
的
に
見
つ
け
る
〜

4

これまでの
方法に加えて 電話通報 道路パトロール道路パトロール

（＋ドライブレコーダー
 のデータ活用）

一般車両の
ドライブレコーダーの

データ活用

SNSによる
通報

4県道路マネジメント課　☎0742‐27‐7512　60742‐27‐5670

　

道
路
の
異
常
を
発
見

し
た
際
の
通
報
手
段
と

し
て
、国
の
道
路
緊
急
ダ

イ
ヤ
ル（
＃
９
９
１
０
）の

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
の
運
用

が
本
県
で
も
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
に
よ

る
通
報
で
は
、写
真
や
位

置
情
報
を
簡
単
に
送
信
で

き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
！

（県公式HP）

な
ら
の
道 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

以
外
に
も  

大
宮
通
り
の
歩
行
環
境
向
上

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ

か
ら
通
報
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

※アカウントは
国土交通省で作成

詳しい操作方法や
注意事項は
こちら

友だち登録は
こちら
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